
１ 危険物事故の発生状況
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全国的な危険物事故の発生状況

施設数は約30％減少 事故は約2.5倍
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約2.5倍



火災事故件数 危険物施設数
流出事故件数

Ｒ4.3.16 福島県沖地震
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Ｒ3.3.20 宮城県沖地震

宮城県内の危険物事故の発生状況
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仙台市内の危険物事故の発生状況
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火災事故の発生要因

 人的要因によるものが多い

 操作確認不十分が最も多い
（令和４年の最多は維持管理不十分）

➤ 火災事故を防止するには、ヒューマ
ンエラー対策が特に重要！
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 物的要因も３０％あり、腐食疲労等劣
化が多い



 発生件数
①一般取扱所
②製造所
③給油取扱所

 着火原因
一般取扱所
①高温表面熱
②その他
③静電気火花
③電気火花

給油取扱所・製造所
①静電気火花
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流出事故の発生要因

 物的要因によるものが多い

 腐食疲労等劣化によるものが最も多い
➤ 施設の老朽化対策が必要
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 人的要因も３５％を占めている
➤ ヒューマンエラー対策が必要



 漏洩事故は、容器で貯蔵
する施設では発生リスク
が低い

 危険物タンク又は配管が
ある施設はいずれも発生
リスクが高い

 漏洩原因の最多は、物的
要因の腐食疲労等劣化

 人的要因も多い

 移動タンクは操作確認不
十分のほか、交通事故に
も注意

 給油取扱所は破損事故
（固定給油設備への車両
衝突事故）にも注意
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留意点・詳細情報

【統計の留意点】

統計の対象は指定数量以上の許可施設のみ。指定数量未満の少量危険物施設等における

事故も相当数発生していることが想定されます。

例えば・・・地下タンク貯蔵所の火災は０件ですが、送油先の少量危険物ボイラーで火

災が発生した事例があったとしても計上されていません。

【詳細情報】

統計データの全文は総務省消防庁のホームページ掲載の通知から確認できます。

「令和６年５月２７日付 消防危第１５５号

令和５年中の都道府県別の危険物に係る事故の発生状況等について（通知）」

（総務省消防庁 ＞ 法令 ＞ 通知・通達 ＞ 令和６年通知・通達）
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２ 危険物事故、

ヒヤリ・ハット 事例
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令和５年 火災事故における重大事故① （10件）
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令和５年 火災事故における重大事故②
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令和５年 火災事故における重大事故③
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令和５年 流出事故における重大事故① （12件）
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令和５年 流出事故における重大事故②
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令和５年 流出事故における重大事故③
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最近の危険物事故事例

事例① セルフガソリンスタンドの容器詰替え中の静電気火災

【発生日・発生場所】令和６年７月２２日 広島県福山市

【概要】セルフガソリンスタンドで、顧客が自らガソリンを容器に詰替え中に火災が発生したもの

【原因】自動車の荷台に容器を積載したまま詰替えを行ったため、静電気が発生しガソリンの可燃性蒸気に引火し

たものと見られる。（福山市消防組合調査中）
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 セルフガソリンスタンドは顧客自らの容器詰替え不可
➤ 自動車への給油後、続けて容器詰替えを行わないか注意

 容器を自動車の荷台に積載したままでは、静電気が滞留し静
電気火花を発生させる恐れがある
➤ 容器は直接地面に置く（アースを取る）

 今回の火災は真夏に発生している
➤ 静電気は冬のイメージが強いが通年で注意が必要

 YouTubeで動画視聴可能 福山 ガソリンスタンド 火災



最近の危険物事故事例

事例② ガソリンスタンド地下タンク溶接時の爆発

【発生日・発生場所】令和６年８月２３日 宮城県塩釜市

【概要】ガソリンスタンドの改修工事中、地下貯蔵タンクが爆発し、作業員１名が左腕に軽い火傷を負い、キャノ

ピーの天井パネルが破損したもの

【被害】作業員１名が左腕に軽いやけど（軽傷）、キャノピー天井が破損がした

【原因】地下タンク内部に可燃性蒸気が残留したまま溶接作業を行ったため、引火・爆発した
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 ガソリンスタンド等の地下貯蔵タンクは老朽化により漏洩のおそれがあるため、対策として内面にＦＲＰ被
膜を形成する工事が行われる

 タンク内部に進入するマンホールが必要となるが、元々マンホールが設けられていない地下貯蔵タンクは後
付けでマンホールの取り付け工事を行う

 溶接前にはタンク内部の油を抜き取り洗浄し、可燃性蒸気の無いことを確認して作業を行う必要がある



仙台市内の危険物事故、ヒヤリ・ハット事例

事例③ 地下タンク貯蔵所の混油事故（コンタミ）

【概要】灯油の配送を依頼された移動タンク貯蔵所が、誤って隣の建物の重油地下タンク貯蔵所へ荷卸ししたもの

【原因】配送先の確認不足、及び配送先の施設管理者へ立ち合いを求めずにひとりで荷卸し作業を行った

【影響】混油約3,800リットルを産廃回収事業者により回収、タンク内を洗浄し新たな重油を補充した。

なお、重油地下タンクに接続されたボイラー等に不具合は見られなかった。

事例④ 給油取扱所の車両接触事故（１）

【概要】給油取扱所で車両が固定給油設備に接触し破損した。

危険物の漏洩等はなし。

【原因】顧客が車両操作を誤った。
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仙台市内の危険物事故、ヒヤリ・ハット事例

事例⑤ 給油取扱所の車両接触事故（２）

【概要】給油取扱所で車両が釣銭機に接触し破損した。危険物の漏洩等はなし。

【原因】顧客がアクセルとブレーキを踏み誤った。

事例⑥ 給油取扱所の誤給油

【概要】セルフ給油取扱所で、顧客が誤った油種を給油した。

【原因】ディーゼル、ガソリン両方の型式がある車種で、顧客が誤った油種を選択し、従業員も気づかず許可した。

【対策の例】
給油まちがい防止リング

頻発

頻発
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フューエルキャップステッカー



仙台市内の危険物事故、ヒヤリ・ハット事例

事例⑦ 給油取扱所のホース離脱（１）

【概要】給油取扱所で、給油口にノズルを挿したまま発車し、緊急離脱カプラーでホースが離脱した。

【原因】従業員が自動車へ給油中、客から灯油の容器詰替えを依頼され車から離れた間に客が車を発進させた。

事例⑧ 給油取扱所のホース離脱（２）

【原因】フルサービスのガソリンスタンドで、客がクレジットカード払いで給油を依頼し、従業員が給油を開始し

た直後にクレジットカードを返却したところ、客は給油が完了したものと思い車を発進させた。

【緊急離脱カプラー】

頻発
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【対策の例】給油時のたすき掛け

頻発



仙台市内の危険物事故、ヒヤリ・ハット事例

事例⑧ 地下タンク貯蔵所の配管気密不良

【概要】地下タンク貯蔵所の定期点検で配管の気密不良が確認

された。危険物の漏洩等はなし。

【原因】腐食による穿孔。

事例⑨ 移動タンク貯蔵所の交通事故

【概要】高速道路を走行中の移動タンク貯蔵所が、

後方から乗用車に追突された交通事故。

危険物の漏洩等はなし。
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本日ご参加の事業所様からいただいた事例

Ａ事業所（研究施設）

【事例】投込みヒータの空焚きによる火災事故。

【対策】①恒温水循環装置等への置換

②温度ヒューズ付投込みヒータへの置換とフロートスイッチの導入

③事故事例共有と継続的な安全教育の実施

Ｂ事業所（セルフガソリンスタンド）

【事例】カメラで給油確認中、特に農繁期になると自分で携行缶に入れようとする客がいる。

【対策】すぐ行って説明し販売記録帳に記入してもらいスタッフが給油するが、まだ自分で入れよう

とする客がいるので注視している。変ったことがあれば業務手順書の連絡特記事項に記入し

スタッフ全員で共有するようにしている。
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本日ご参加の事業所様からいただいた事例

Ｃ事業所（屋外タンク貯蔵所）

【事例】建設の試運転時、重油タンク出口弁と重油タンクドレン弁を間違え、タンク内の重油を防液

提内にこぼした。

【対策】各弁に開閉標示札の設置。タンクドレン弁に施錠と出口フランジに止め板を追設。

Ｄ事業所（運送業）

【事例】構内の段差で荷物が跳ね、落下。液漏れ等はなかったが破損となった。

【対策】敷地内の舗装修繕を実施。作業環境を改善した。

Ｅ事業所（建設業）

【事例】工事車両の接触事故。

【対策】テレマティクス導入によるドライバーの安全運転意識向上、ドライブレコーダーによる記録。

※ テレマティクス：自動車等の間で相互通信する技術。
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本日ご参加の事業所様からいただいた事例

Ｆ事業所（鉄鋼業）

【事例】クレーンの電源設備のキャブタイヤケーブルからのスパークの発生。

【対策】毎月開催している所の幹部出席の委員会でヒヤリ内容の報告。

Ｇ事業所（公共施設）

【事例】施設駐車場から出る際に歩行者と接触しそうになった。

【対策】邪魔になっていた草木を剪定し、見通しを良くした。

Ｈ事業所（研究施設）

【事例】分電盤が古くてボヤが発生した。

【対策】古い分電盤は状態が悪ければ更新するようにした。

Ⅰ事業所（地下タンク貯蔵所等） 【日頃の取り組み】日々の設備巡視。

Ｊ事業所（医療機関） 【日頃の取り組み】指差し確認。
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